
令和元年度 伴走型小規模事業者支援推進事業（経営発達推進事業）

■景況感

景況感DIの算出方法

　

■経営動向

○製造業・建設業 経営動向DIの算出方法

○卸小売業・サービス業

■今期直面している経営上の問題点 （業種別上位5項目　項目の後の()は前回順位（同順位あり）、業種の後の数字は選択された数）

　景況感ＤＩは27.6と前回調査よりも11.31ポイントの大幅なマイナスとなった。地域別で見ても、三和が8.4ポイント、夜久
野が9.7ポイン、大江が12.7ポイントのマイナスになっている。業種別でも全ての業種でマイナスになっており、製造業で
10.1ポイント、建設業で9.4ポイント、卸小売業で14.2ポイント、サービス業で14.5ポイントとなっており、新型コロナウイル
スの影響が大きくでており、特に、卸小売業とサービス業への影響の甚大さが表面化している。
　先行調査でも、先行3ヶ月が15.14ポイントのマイナス、先行1年が9.8ポイントのマイナスとなっている。先行きの見えな
い新型コロナウイルスでの影響であり、今後も予断を許さない大変厳しい状況が伺える。

従業員の確保難（3） 12.5%
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★今期の経営動向
　製造業・建設業においては、すべてにおいて
悪化してきており、特に資金繰りにおいては、
前回比で24.3ポイントと大幅なマイナスとなっ
ており、業況面依においては、11ポイントのマ
イナスとなり、季節要因を考慮しても業況悪化
傾向の現状が伺える。
　卸小売業・サービス業においては、採算面と
資金繰りでマイナスとなり、特に、資金繰りに
ついては、前回比17ポイントのマイナスとなっ
ており、先行きの不安が増しているものと思わ
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需要の停滞（2） 18.0%

需要の停滞(2) 15.0% 需要の停滞（2） 18.2%

-10.9

★前年同期比、前期比
　製造業・建設業においては、前年同期比では、すべての項目において9.1～17.6ポイントのマイナス、前期比について
も、22.1ポイント～30.4ポイントの大幅なマイナスとなり、明らかな悪化傾向が伺える。また、卸小売業・サービス業につ
いては、19.2～30ポイントとマイナス幅が拡大し、前期比についても、14.2ポイント～40.5ポイントのマイナスとなってお
り、ともに新型コロナウイルス影響が顕著に現れていることが伺える。

製造業（56） 建設業（60） 卸小売業（22） サービス業（61）

前年同期比 前期比
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（「良い」と「悪い」の割合が同じ場合、DIは「0」）

（製造業・建設業）グループと、（卸小売業・サービス
業）グループに分類して集計をしている。

前回 今回
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今期

今回 前回

25.6 35.4
25.0 43.1
24.1 30.8
27.0 34.7
29.8 44.0

福知山市商工会　企業業況調査

令和2年4月調査結果（令和2年1月～3月分　調査対象　85件）　(令和2年5月7日公表）

現状 先行3ヶ月 先行１年今回
調査数 今回 前回 今回 前回 今回 前回

全体 85 回答構成比（%）に、以下の点数を乗じてDIを
算出

地
域
別

三和 19

27.6
26.3
25.9
29.7

38.9
34.7
35.6
42.4

24.1 39.2
19.7 43.1
22.4 31.7 良い+1.0、やや良い+0.75、どちらともいえない

+0.5、やや悪い+0.25、悪い+0.0
（すべてが「どちらともいえない」と回答した場
合、DIは「50.0」）

大江 37

夜久野 29

27.9 38.0
27.7 42.4
21.2 43.0

業
種
別

製造業 26

建設業 24 40.6
15.0
20.0

50.0
29.2
34.5

33.3 50.0
20.0 33.3
20.0 28.6

26.0 36.9

サービス業 25

卸小売業 10 30.0 27.1
19 29.8

前年同期比 前期比
　「良い」とみる割合（%）から、「悪い」とみる割合（%）を
引いてＤＩを算出

引合

6.1
-28.6
-30.6

6.5
-4.3
-19.6

-26.5

業況

前回 今回 前回

-34.7
売上 -30.6

-26.5

今期

設備の不足、老朽化（1） 14.8%

1位 設備の不足、老朽化（1） 21.4% 従業員の確保難（1） 18.3% 競争の激化（1） 22.7%

2位 需要の停滞(5) 16.1%

8.9%

仕入価格の上昇（4） 11.7% 消費者ニーズの変化 13.6%

9.8%

5位 設備の不足、老朽化 8.3% 経費の増加 4.5% 仕入価格の上昇（3） 9.8%

11.5%

4位 競争の激化（3）

3位

8.3% 仕入価格の上昇(4) 13.6% 消費者ニーズの変化

競争の激化(5)

消費者ニーズの変化 12.5%

人件費の増加（2）



■新型コロナウイルス影響調査
◆影響の有無は？

◆どのような影響があるか？

◆損害額は？

1,000千円以下
5,000千円以下
10,000千円以下
15,000千円以下
20,000千円以下
30,000千円以上

◆期待する支援策は？

◆融資申込みは？

◆融資金額は？

◆雇用助成金の申請は？

製造業 建設業 卸小売業

1件
5件
2件

4件
6件
8件

製造業 建設業 卸小売業 サービス業

1件
6件
3件
0件

7件

製造業 建設業 卸小売業 サービス業

製造業
12件
1件
2件
2件

建設業
4件
7件
5件
0件

卸小売業
8件
1件
0件
0件

サービス業

平均

平均

サービス業

平均
申込む 23.1%

未定 53.8% 63.6% 11.1% 35.0% 40.9%

3件
3件
7件

0件
4件
7件

1件
7件
1件

低利融資 18.2% 33.3% 50.0% 33.3% 33.7%
利子補給 0.0% 16.7% 0.0% 0.0%

2件
0件

2件
1件

2件
0件

5件
0件

5件

6.2%

18件

0件
1件
2件
0件

0件
2件
0件
0件

4.2%

平均

　　この調査は、福知山市商工会会員事業所を対象として、景気判断や経営動向等を明らかにし、売上向上を目指した
事業計画の策定、販路開拓や商品開発、事業承継、経営改善等経営力向上を推進する基礎資料として活用することを
目的に実施しています。
　次回は令和2年4月～6月の状況について、令和2年7月に調査する予定です。商工会の支援員が調査にお伺いします
ので、調査対象の事業所様には引き続きご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

58.3% 10.0% 32.0% 28.6%
影響あり
影響なし 14.0%

製造業 建設業 卸小売業 サービス業 平均
46.2% 41.7% 90.0% 68.0% 61.5%

全業種に影響を及びぼしているもの
の、特に、卸小売業及びサービス業へ
の影響は甚大なものがある。

売上受注減少 70.6% 25.0% 88.9% 75.0% 64.9%
物流の停

滞
5.9% 43.8% 11.1% 8.3% 17.3%2件

取引中止
等その他

0.0%11.8% 31.3% 12.5% 13.9%
11.7% 0.0% 0.0% 4.2% 4.0%1件

3件

平均製造業 建設業 卸小売業 サービス業

1件
1件
1件

6月末予測

計 7件 5件 5件 9件
※26事業者が影響を受けており、損害額は150,098千円、1事業者平均で5,773千円となっている。

4件
1件

18.2% 0.0% 0.0% 6.7%
雇用助成

金
54.5% 16.7% 50.0% 40.0%

融資条件変更 2件
6件 40.3%

その他 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
販路補助

金
9.1% 33.3% 0.0% 20.0% 15.6%1件

0件

0.0% 11.1% 25.0% 14.8%
申込まない 23.1% 36.4% 77.8% 40.0% 44.3%8件

100万円以
下

0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 4.2%
300万円以

下
0.0% 0.0% 100.0% 33.3% 33.3%

0件
0件

0件
0件

0件
1件

1件
2件

500万円以下 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
500万円以上 100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 37.5%

0件
4件

0件
0件

0件
0件

0件
3件

未定 50.0% 66.7% 25.0% 44.5% 46.6%

12.5% 22.2% 17.6%
申請しない 14.3% 33.3% 62.5% 33.3% 35.9%
申請する 35.7% 0.0%5件

2件
7件

0件
4件
8件

3件
3件
1件
1件
1件

　各業種とも、上位2位までに大きな変動はないものの、製造業において、需要の停滞が前回の5位から2位に上昇して
きており、売上減少による資金繰りの面での経営に与える影響が大きいことが推測される。また、製造業及び建設業の
「従業員確保難」、卸小売業及びサービス業での「消費者ニーズへの変化への対応」においては、引続き早急な対応の
必要性は見て取れる。

3件
2件

製造業 建設業 卸小売業 サービス業金　　額
2件

2件


